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ば
ら

い
き

つ

同
窓
〈一〈一長

西
入
　
悦
雄

同
窓
会
員

の
皆

様

に
お
か
れ
ま
し

て

は
、

コ

ロ

ナ

禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
益

々
ご
清

祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
は
本
会
活
動
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
に
会
長
職
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し

た
が
、
早

い
も

の
で
１
年
が
瞬
く

間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
が

改
め
て
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
会

と
し
て
の
活
動
は
例
年
行

っ
て
い

る
ゴ
ル
フ
大
会
以
外
は
実
施
出
来

な
か

つ
た
の
が
実
情
で
御
座

い
ま

す
が
、
１
０
０
周
年
に
向
け
て
の

準
備
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
等

の

行
政
指
導
を
見
な
が
ら
各
担
当
者

の
協
力
に
よ
り
順
次
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

又
、
具
体
的
に
学
校

の
事
業
に

断
片
的
で
は
あ
り
ま
す
が
係
ら
せ

て
頂

い
て
感
じ
る
事
は
教
育
を
取

り
巻
く
環
境
が
年

々
大
き
く
変
化

し

て
き

て
居

る
事

で
す
こ
言
葉
と

し
て

ク
少
子
化
″
誓
同
齢
化
社
会
ク

等

の
人

口
問

題

は

認

識

を

し

て

居

っ
た

の
で
す
が
、
私
が
考
え

る

以
上
に
進
行
度
合

い
は
早
く
現
実

の
教
育
現
場

に
影
を
落
と
し
始
め

て
お
り
統
廃
合
、
改
革
等

が
進

め

ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
と
し

て
も

１０
年

２０
年
先

を
見
据
え
た
教
育
環
境

の
変
化

の

中

で
母
校

の
有
り
方
を
模
索
し

て

行
く
必
要
が
有

る
の
か
な
と
痛
感

致

し

て
居
り
ま
す
。
我

々
卒
業
生

は
特

に

ク
其

々
の
思

い
が
強
く

″

情
緒
的

・
観
念
的
に
成
り

や
す

い

も

の
で
す
が
教
育

の
原
点
、
母
校

の
現
状
、
地
域
社
会

の
中

で
の
役

割
等
を
総
合
的

に
考
察
し
な
が
ら

方
向
付
け
し
て
行
く
事

が
母
校
存

続

・
発
展

の
為

の
大
き
な
要
因

で

有

る

の
か
な
と
も
感
じ
て

い
ま
す
。

母

校

へ
の
思

い
は
卒

業

生

各

自

其

々
違

い
が
有

る
と
思
う

の
で
す

が
大
局
的
な
観
点
か
ら
ご
意
見
を

拝
聴
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

又
、
私
自
身
が
母
校
を
訪
問
す

る
機
会
が
多
く
有
り
、
そ
の
度
に

自
然
に
し
て
い
る
事
は
在
学
中
の

思

い
出
探
し
で
瞼
の
裏
に
焼
き
付

い
て
る
残
影
を
探
し
求
め
て
い
る

自
分
自
身
が
居
ま
す
。
せ
め
て
前

庭

の
植
木
、
校
門
の
１
柱
だ
け
で

も
残

っ
て
居
て
く
れ
れ
ば
と
思
う

の
で
す
が
、
校
舎
も
新
築
さ
れ
昔

の
面
影
は
無
く
５０
数
年

の
歳
月
の

流
れ
と
社
会

の
変
化
を
感
じ
ず
に

は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。
が
あ
る
時
３

階
の
窓
か
ら
グ
ラ
ン
ド
を
見
る
機

会
が
有
り
、
荒
れ
て
は
居
る
が
昔

の
姿
を
残
し
て
い
ま
し
た
。
″
バ
ッ

ク
ネ

ッ
ト
、
外
野
の
桜
並
木
、
土

手

の
草
″
等
、
北
背
後
に
広
が
る

水
田
と
そ
の
遥
か
遠
方
に
湯
ノ
丸

山
の
勇
壮
が
Ｗ
あ
の
頃
の
ま
ま
で

暫
し
懐
か
し
く
感
傷
に
浸
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

″
灼
熱
の
太
陽
の
も
と
白
球
を
追

っ

た
日
々
″
″
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
対
抗

戦
″
″
マ
イ
ム
マ
イ
ム
の
リ
ズ
ム
″

等
…
…
鮮
明
に
蘇

っ
て
き
ま
し
た
。

皆
様
も
、
日
常
に
追
わ
れ
て
忙

し
く
過
ご
さ
れ
て
居
る
事
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
時
に
は
こ
ん
な
空
間

を
探
し
に
立
ち
寄

っ
て
頂
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。

ク早
春
の

グ
ラ
ン
ド
で
舞

つヽ

貴

（女
）
の
う
な
じ
″

ご

ら

い

さ

Ｐ
学
校
長

上
原
　
浩
子

日
頃
よ
り
、
同

窓
生

の
皆
様

に
は
、

物
心
両
面
に
わ
た

り
母
校
発
展

の
た
め
、
多
大
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
四
月
、
長
野
県
教
育

委
員
会
高
校
教
育
課
よ
り
着
任
し

ま

し

た

上

原

浩

子

と

申

し

ま

す
。

再
来
年

に
創
立
百
周
年
を
迎
え

る

歴
史
と
伝
統
あ
る
本
校

に
着
任

で

き
た

こ
と
は
、
大
変
光
栄
な

こ
と

と
感

じ
て
お
り
、
微
力

で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
精

一
杯
努

め
て
参
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

に

よ

り
、

私

た

ち

の
日
常

生

活

は
、

マ
ス
ク
や
手
指

の
消
毒
、

三

密

の
回
避

な
ど
、
新
た
な
生
活
様

式
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
一局
校
生
活
に
お

い
て
も
様

々

な
行
事

の
延
期

や
中
止
を
は
じ
め
、

行
動
制
限
を
併
用
し
た
新
た
な
対

応
が
始
ま

っ
て

い
ま
す
。
特

に
学

び

の
現
場

に
お

い
て
は
、
オ

ン
ラ

イ

ン
で
の
授
業
、
講
義
型

の
授
業

か
ら
探
究
型

の
授
業

へ
の
転
換
な

ど
、

こ
れ
ま

で
高
校

で
行
わ
れ
て

き
た
学
び
を
新
た
な
形

に
発
展
さ

せ
、
新
時
代
に
対
応
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
校
は
百
二
十
名

の
新

入
生
を
迎
え
、
新
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
学
校

の
運
営
方
針
と
し

て
、
「
新
た
な
自
分
を
見

つ
け

て

広
げ
て
　
そ
の
先

へ
」
を
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
掲
げ
、
卒
業

ま
で
に
身
に
つ
け
て
欲
し

い
力
と

し
て
、
①
自
分
か
ら
学
ぶ
力
を
身

に
つ
け
、
よ
り
高

い
目
標
に
挑
戦

で
き
る
力
、
②
他
者
と
の
関
わ
り

の
中
で
、
自
分
の
良
さ
を
発
揮
で

き
る
力
、
③
地
域
を
愛
し
、
地
域

の
発
展
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
力
の
三

つ
を
生
徒
育
成

方
針

と

し

て

い
ま
す
。
本
校

の

特
色
で
あ
る
少
人
数
教
育
や
、
多

様
な
選
択
科
目
に
よ
る
教
育
活
動
、

地
域
連
携
、
施
設

・
設
備

の
素
晴

ら
し
さ
な
ど
の
各
特
長
を
生
か
し
、

多
部

。
単
位
制

の
強
み
と
魅
力
を

さ
ら
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
御
清

翔
高
校
が
今
後
も
地
域
の
皆
様
に

愛
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
歴
史
を

重
ね
て
い
け
る
よ
う
職
員

一
同
心

を

一
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い

り
ま
す
。
こ
こ
舞
台

ヶ
丘
の
地
で
、

同
窓
会

の
皆
様
に
は
引
き
続
き
本

校
の
成
長

。
発
展
を
温
か
く
見
守

っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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奮
議
を
達
え
て
後
藤
　
正
直

今

年

七

月

で

七
十
歳
に
な
り
ま

す
。
早

い
も

の
で

私
が
庭
づ
く
り
の
会
社

「有
限
会
社

藤
本

エ
ク
ス
テ
リ
ア
」
を
立
ち
上
げ

て
か
ら
、
四
十
年
に
な
り
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
野
山
を
駆
け
回
る

こ
と
が
好
き
で
将
来
は
自
然
と
接
す

る
職
業
に
就
き
た

い
と
思

っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
そ
の
頃
は
庭
作
り
が
ブ
ー

ム
で
、
こ
れ
は
い
い
仕
事
だ
と

い
う

こ
と
で
東
京

の
造
園
学
科

の
あ
る
大

学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
し
て

「雑

木
の
庭
」
の
第

一
人
者
で
あ
る
小
形

研
三
先
生

の
も
と
で
五
年
程
修
業
を

し
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
松
と
石
が
な
け
れ
ば
庭

で
は
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
代
の
若

い
方
々
は
雑
草
が
生
え
る

か
ら
嫌
だ
と
言

っ
て
、
土
が
見
え
な

い
よ
う
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
を
し

た
り
、
木
も
植
え
ず

に
人
工
芝
を

張

っ
た
り
と
、
庭
づ
く
り
の
形
体
が

変
わ

っ
て
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
時

代
と
共
に
、
庭
も
変
化
し
て
し
ま

い

ま
し
た
。

今
ま
で
は
人
ご
と
の
よ
う
な
気
で

い
た
の
で
す
が
、
七
十
歳
に
な
る
の

を
目
の
前
に
し
て
、
気
持
ち
は
若

い

と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
肉
体
的

筵笙謬冬等菫諸墨量羹褥

各事

|:ξ雰車|

事 務 局
委員長 西入悦雄

業実行委員会

記念誌 寄付事業 式典・記念講演 教育環境整備 総務

小林経明

重原君江

岡部 彰
L原 達
岩下俊裕

清水新一

松林正順

佐藤利明 各事

横尾和俊

山崎康一

後藤菊夫

長岡政直

PTA副会長

教頭

後藤菊夫

小林三喜雄

猪飼憲二

山崎康一

堀内常子

PTA副会長

横尾和俊

水沢健時

山浦雅雄

業実行委員会

竹内喜和

PTA副会長

D委員は省略 てあります

PTA会長

教頭

に
は
あ
ち
こ
ち
故
障
が
出
て
き
た
り
、

記
憶
力
が
衰
え

て
き
た
り

で
や
は

り

「
と
し
」
だ
な
―
と
感
じ
る
こ
の

頃
で
す
。
昨
年
は
大
病
を
し
入
院
も

経
験
し
ま
し
た
。
健
康
診
断
で

「要

精
検
」

の
結
果
を
安
易

に
考
え

て

放

っ
て
お
い
た
の
原
因
で
し
た
。
こ

の
文
章
を
ご
覧
の
皆
様
方
、
体
調
が

ち
ょ
っ
と
変
だ
な
と
感
じ
た
ら
、
我

慢
せ
ず
に
専
門
医
に
診
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

昭和44年3月卒業 (第21回 )
同年会開催のお知らせ ■1

同年会を開催いたします。開催 日

時等は別途ハガキにて各クラスの

実行委員からご案内いたします。

|‐ 1   昭和44年 3月 卒業

'■

| ●  同年会実行委員会
,  ●

=

さくら歯科クリニック
医療法人社団明櫻会

昭和44年卒業 (第21回 )

院長‐1本‐声歳知|

埼玉県坂戸市塚越 1‐4
8049-288‐3838

おかげ様で創業47年
食材にこだわった「武信のとんかつ」を

ご賞味ください。

|■武||■未|IⅢⅢⅢ年■業11111'|||
お近 くにお越 しの際はお立 ち寄 りください

本  店 神奈川県川崎市多摩区南生田41217
で
'044-976-0477

代々木店 東京都渋谷区西原317
で
'03-3466‐

1125
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動は
武媚
一不

３
年
二
月
２８
日
、
小
諸
市
の
で
つ
な
藤
」
に
で
、
剣
道
部
０
，
会

（
昭
和
４５
年
卒
業
Ｙ
τ
開
催
し
ま
し
た
。

卒
業
以
来
Ｇ
年
ぶ
り
の
再
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
卒
業
．後
の
こ
と

・‐‐
近
況
等
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介

を
し
た
後
、
青
春
時
代
に
戻
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
３

当
日
は
、
西
入
悦
雄
同
窓
会
長

・
横
尾
和
俊
副
会
長
に
も
出
席

い
た
だ
き
、
同
じ

「学
び
舎
』
の

卒
業
生
と
し
て
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
　

主
文
　
武
重
　
信
示
　
　
　
一

昭
和
４９
年
３
月
４
日
夜
、
１０
時
出

発
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
８
の
機
内
に
、
海

外
移
住
事
業
団
赤
城
山
研
修
所
２‐
期

生
の
仲
間
と
ブ
ラ
ジ
ル
に
飛
び
立

っ

た
の
が
２２
歳
の
時
で
し
た
。
田
中
の

「御
牧
会
館
」
で
友
達
に
送
り
だ
し
て

も
ら
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
野
菜

・
花

井
栽
培

へ
と
周
り
の
人
達
や
仲
間
に

助
け
ら
れ
て
２７
年
間
経
ち
ま
・し
た
「

大
変
な
事
も
あ
っ
た
け
ど
た
く
さ
ん

の
感
動
や
良
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
¨

関
　
辰
義

〔ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
開
拓
．者
か
ら
起

業
家
と
し
て
活
躍
し
、
帰
国
の
際
「

現
地
の
人
々
か
ら

「
行
か
な
い

で

欲
し

い
」
と
懇
願
さ
れ
２
年
間
延

長
ｔ
た
と
の
こ
と
。
〕
　

　

　

一

●
母
校
が
創
立
■
０
０
周
年
を
迎
え
一

る
と
の
〓
ど
で
、
３
年
間
を
過
ご
し

た
（学
校
・ク
ラ
ス
・部
）
●
誇
り
に
思

い
ま
す
｝
　

・一池
口
・政
之
一
一
●
●
・

今
回
の
Ｏ
Ｂ
会
を
思

い
返
す
と
、

「岸
壁
の
母
」
の
歌
が
蘇

っ
て
来
６
。

半
世
紀
前
に
ブ
ラ
じ
ル
の
新
天
地
曰

指
し
、
移
住
し
た
友

（関
辰
義
く
ん
）

笙
肩
亡
抱
き
合
い
再
会
出
来
た
喜
び

は
、
岸
壁
の
母
そ
の
も
の
。
幸
せ
亡

感
じ
る

一
時
み
ん
な
あ
り
が
と
う
。

高
藤
道
夫

●
剣
道
部
の
顧
間
、
愛
称

〃馬
〃
塚

田
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
恵
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
、
東
京
で
過

ご
し
た
４
年
間
は
い
剣
道
部
の
仲
間

と
、　
一
年
上
の
先
輩
達
と
助
け
合

っ

て
生
せ
て
き
た
。
当
日
、
酌
み
交
わ

す
ビ
ー
ル
と
鯉
の
う
ま
煮
は
格
別
美

味
だ

っ
た
。　
　
　
一
　

丸
山
　
茂

●パソコン会計導入支援
●個人・法人。相続の税務相談 ●ネット会計

フューチャーアカウンティンク

項I;クさ三凛
鋼市叡}ルIF

ζttEL0268-27-9835
昭和45年卒業 (第 22回 )
古川 佐津喜

ヤロ犠オ

=
大 Jヽ 宴 会 承 りま す
TEL 0268-64-4944
長野県東雅p市県135-1

昭和 58年卒業 (第 33日 )

店主 小林一久

税理士 水 沢 健 時

る,(0268)25‐ 0010 rtl FAX(0268)25‐ 0016
上田市諏訪形12754

E‐ mail:akm@gaea ocn neip
∪RL:http://www akm18 oom



令和 4年 (2022年)7月 1日 東御清翔 高校 同窓会 報 (4)第 38号

華

彗

●日 時 令和 4年 9月 10日 0
受 付 14:10～             〈お願υ`〉

●会 場 槃御倉翔瞥表
20～ 15100       311蕎

認齢ξlき
●議 題  ・令和 3年度事業報告、       す。学校業務の支障を

.倉謂轄鰺輪首、薄條)]littni:
,そ の他              東 御 清 翔 高 校

●懇親会 なし                FAX:0268-61‐ 0013

令和 3年度 東御清翔高等学校同窓会会計 決算書

1 総括
収 入 2,908,078円
支 出 1,257.527円
差 ワ1 1,650,551円

2 1又ヌ、 (単位 :円 )

支 出 (単位 :円 )

項 目 予算現額 収入済額 噌減 説 明

繰越金 1,296.408 1,296,408 前年度繰越金

入会金 540.001 540,000
'000円

× 108人

卒業時徴収金 570,000 20,00( ,000円 X l14人

会 費 30000( 341659 4165( うちょ銀行、コンビニ入金

広告料 45,001 11500( 会報広告 14

雑収入 11 △ 581 預金利息

合計 2,732,001 2,908,078 176.071

項 目 予算現額 支出済額 増減 説明

会議費 11768 88232 窓会 役員会 F■1催経費等

報償費 200,00( 31.22C 168,78( 生徒 クラブ表彰 皆精勤表彰

交際費 150,00( 51,92C 鵞別等

需用費 300,00( 101,82C 198.174 卒業記念品 会報印fl l代等

役務費 85000( 810787 39,213 同窓会報発送費等

維持管理費 10000 同窓会室維持管理費

補助費 50000 支会総会補助

10鋼年記念事業積立金 200.000 20000C 令和 5年創立 100周年

予備費 872,000 822.000 同窓会名簿写真提供代

合計 2,732,000 l,257,521 1,474,473

令和 3年度 東御清翔高等学校同窓会事業報告
年 月 日 摘 要

3 4 入学式、会長祝辞印刷配布。正副会長出席 (中 止)。 祝い生花提供。職員歓迎会(中止)。

21
三役会。(総会・100周年事業 前年度事業報告および決算報告 。今年度事業計画お
よび予算案Jについて検討。)

11 事務会議

理事会/同窓会総会。 (令和 2年度事業報告 決算報告。令和 3年度事業計画 予算
案提案。)100周年事業等 本校会議室

7 事務会議

2 第 1回 100周年事業実行委員会

事務会議

l 第2回 100り割年事業実行委員会

12 役員会。「100周年事業」検討。ゴルフ大会について第1回準備会。

事務会議

10 拡大 3役会議。 3役 +幹事 +総務委員

事前事務会議

27 第3回 100周年事業実行委員会

2 蓼科高校緞帳視察

6 級 1限入札 について

] 総務委員会

] 17 東御清翔高校 (東部高校)同窓会第3回親睦ゴルフ大会 浅間高原 CC

12 9 第1回編集委員会

4 l 事務局会議

1 会報編集委員会

3 2 事務局 緞帳入札決定について

2 第 3回編集委員会

3 1
同窓会表彰 :ク ラブ表彰 個人表彰 (ク ラブ活動、検定級取得)精 皆勤賞副賞授与
掘内副会長講演の予定 (中止)

3
卒業式、正副会長出席中止 (会長の祝辞を印刷し配布)。
卒業記念品 (卒業証書入)贈呈。祝い生花提供。

3 ll 緞帳業者入札

3 転退職職員送別会 (中止 )

3 事務十総務委員会 会議

6 11 編集委員会

6 末 同窓会報発行予定

前
同
窓
会
長
清
水
新

一
さ
ん
へ
感
謝
状
贈

呈
。
（同
窓
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
に
て
）

不
“

株式会社 信越精密
Shin¨ Etsu Seimitsu Co.,Ltd,

東御市田中 318番地 8
TEL 0268-64…5511 

“

t表 )

東御市上下水道指定工事店
床暖房工事・合併処理浄化槽工事

蜃lyl    鰈褥
東御市本滋野乙 a63日6359

FAX 63日6161



(5)第 38号 東御清 翔 高校 同窓会 報 令和 4年 (2022年 )7月 1日

長
野
県
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

よ
う
や
く
落
ち
着
き
レ
ベ
ル
２
ま

た
は
３
に
な

つ
て
い
ま
す
。

警
戒
レ
ベ
ル
が
高
か

っ
た
令
和

４
年
５
月
１９
日

（木
）
午
後
６
時

か
ら
、
東
御
清
翔
高
校
３
Ｆ
会
議

室
に
１
０
０
周
年
実
行
委
員
会

の

各
事
業
委
員
会

の
正
副
委
員
長
に

集
ま

っ
て
い
た
だ
き
１
０
０
周
年

事
業

の
延
期
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
国
税
局
と

の
寄
付
行
為
に

つ
い
て
の
許
可
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
。
県

へ
の
寄
付
行
為
申
請
と
承

認
の
遅
れ
。

コ
ロ
ナ
感
染
症

の
た

め
の
経
済
活
動
自
粛
か
ら
の
寄
付

金
募
集

の
弱
さ
。
記
念
誌

の
内
容

と
発
行
部
数

の
未
決
定
　
等
様

々

な
観
点
を
話
合
い
ま
し
た
。

１０
月
２‐
日

（土
）
の
記
念
式
典

を
　
令
和

６
年

１０
月

１９
日

（
土
）

で
行
う
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会

員
の
み
な
様
に
は
同
窓
会
報

の
発

行

の
遅
れ
、
ま
た
１
０
０
周
年
事

業
は
ど
う
な

つ
て
い
る
か
？
な
ど

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

年 月 委員会等

同窓会名簿

令和 3年 6月
20日 発行済

寄ll金事業
式典

記念講演
記念誌事業 教育環境整備事業

２
０
２
２

（令
和
４
年
）

1 縦
帳

壁
紙

照
明

二
日
響

ス
ク
リ
ー
シ

エ
ア

コ
ン

記
念
盤
石

3

4

5

6 同窓会報発行 県へ採納承認中請

7

8

9 101J 総会 100周 :記念事業の進捗状況について 各事業委員会から報告
10 10田 親睦ゴルフコンペ

11

12 同窓会報編集委員会開催

２
０
２
３

（令
和

５
年
）

1 出演者等の予約

2

3 司窓会報発行 募金開始 1ケ 月前 工事着工

4 学校職員 PT 役員に粗方の原案提示

6 総会

7 式典参加者(案 )作成開始

8

9

10 221■l 親陸 ゴル フコ ンペ

11

12

２
０
２
４

（令
和
６
年
）

1

2 式典参加者決定確認

3 同窓会報発行 募金活動終了

4 学校職員の役害J分担提示

5

6 ↓ ↓ ↓ | ↓

7 7月 末工事完了

8 県への申請

9

19 0 1001nl年記念式典 (総会を兼ねる)

20(日

' 
親睦ゴルフコンペ

11

12

1創立1400HI年に向けたスケジ|三■―ル 旧

「
舞
台

ケ
丘
会
館
」
か
ら
東

御
市
役

所
内

（
市
立

図
書
館

横

）

に
移
設
し
、

こ
の
度
、
会
議
等

で

利
用

で
き

る
よ
う
整
備
し
ま
し
た

の
で
ご
活
用
下
さ
い
。

同
窓
会
館

の
利
用
方
法

に

つ
き

ま
し

て
は
、
東
御
清
翔
高
校
事
務

室
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

令和4年度 東御清翔高等学校同窓会′・100周年実行委員会事業計画

同
窓
会
館
を

ご
活
用
下
さ
い

年 月 日 摘 要

4
入学式、会長祝辞印刷 All布 =正副会長出席 1中止 |

祝い生花提供。職員歓迎会 1中 止
=

3( 二役会 (実行委員長検討、要請 |

l

三役員会。総会 について,100周年事業関係 =令和 3年 度事
業報告 決算報告。令和 4年 度事業計画  予算案

100周年事業実行委員会各事業委員会は随時開く

ゴルフ大会 第 1回準備会

l

同窓会理事会。 (令和 3年度事業報告 決算報告。
令和 4年度事業計画 予算案提案 ,1

l

同窓会総会。(令和 3年度事業報告 決算報告。
令和 4年度事業計画 予算案承認,'
ゴルフ大会  第 2回 準備会

l

東御清翔高校 (東部高校 ,同 窓会第 4回親睦 ゴルフ大会  浅
間高原 CC

第 1回編集委員会

1
役員会,総会日決定.同窓会報の内容検討,
ゴルフ会について。支部総会について

同窓会表彰 :ク ラブ表彰 個人表彰 (ク ラブ活動、検定級11イ 7

精 皆勤賞冨」賞授与 菖」会長 講演

l
卒業式、正日」会長出席.卒業記念品 1事業証書人,贈早:
i/1い生花提供, 会長祝辞

役員会

第 2回編集委員会

2 :退職職員送別会

末 司窓会報発行

凩楊饒六隷 鼈

螂̈̈
螂̈螂螂

市篠

噂店店店店峨知

螂』郭新動珈呻

〒
●
●
●
●
●
●

(62)0236
(243)0456
(42)0668
(46) 1836
(21) 1354
(29)6888

わ逹 ll人 切に tま す
ありがとうという感謝の`Sき …

鵞鴫 彙雅F
東御市常田3665 80268621813
万が一の時の備えに安心の互助会を

勿 瑯
※会員割弓有り、無料サービス有り、詳しくはお問合わせください。

瞥



(6)第 38号令和 4年 (2022年 )7月 1日 東御清翔 高校 同窓会 報

「
~~~~~‐ ~鷺

‥̈
‥
‥

‥
―
―
‐
‥

―
―
‥
―
―
，・１
・・‘‥
１
１
１
‘

‐２
月
２４
日
、
市
内
の
８

河
川
１４
カ
所
で
行

っ
た
今

年
度
の
水
質
調
査
の
結
果

を
市
役
所
で
報
告
し
た
。
同
校
の
選
択
科
目

「河
川
生
物
研
究
」
を
履
修
し
た
２
年
生
９
人

一が
報
告
を
ま
と
め
た
Ю　
　
　
一一　
　
　
　
　
一

．水
質
調
査
は
２
０
１
０
年
か
ら
実
施
。
今

年
も
６
一月
か
ら
９
月
に
川
に
入
り
、
ナ
ミ
ウ

ズ
ム
シ
、
一ヵ
ヮ
ゲ
ラ
、
サ
ワ
ガ
ニ
、
セ
ラ
タ

．
カ
ゲ
，
ウ
、
■
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、

カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
指
標
に
な
る
河
川
生
物
を
採

集
し
、
種
類
や
個
体
数
を
調
べ
「
水
質
を
４

・段
階
で
判
定
し
た
。
今
年
度
は
２
０
１
９
年

一の
台
風
１９
号
災
害
で
被
災
し
た
河
川
の
見
学

や
、
河
川
の
そ
ば
に
生
え
る
木
や
雑
草
を
刈

ヶ
取
る
環
境
整
備
も
実
施
し
た
。

一　
結
果
は
水
質
の
最
も
良
い

「き
れ
い
な
水
」

だ
っ
た
場
所
は
１１
カ
所
“
昨
年
度
よ
り
水
質

・
が
改
善
し
た
場
所
は
１
カ
所
だ
っ
た
。

指
標
生
物
が
少
な
く

「
と
で
も
き
た
な
い

水
」
と
さ
れ
た
場
所
が
１
カ
所
あ

つ
た
が
、

過
去
の
調
査
で
は
日
体
が
確
認
さ
れ
て
い
た

た
め

「再
調
査
が
必
要
」
と
ｔ
た
。

島
謬
孝
襲
一■
４
す
葺
誓
鍵
基
鶉
■
一

i
報
告
し
た
茅
野
剣
矢
君
共
１７
）
は
■
調
査

地
点
は
水
深
の
深
い
場
所
も
あ

っ
て
大
変

だ

っ
た
が
、
東
御
の
河
川
の
状
況
を
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
て
い
た
。
　

．

（担
当
者

¨
三
石
加
菜
子
）

主
滲
鷺
瞳
種
袋
賤
育
推
鰤

褥
雉
盪
轟
糞
颯
釉

１
年
生
笹
井
万
菜

佳
さ
ん

（
１６
）
が
税

の
作
．文

『大
切
な
日

滞残付』フレ税す一い一鋏貪甕賦ご鋼

小
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
っ

受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト
　
　
・・

一　
　
　
・

●

税
の
作
文
は
夏
体
み
の
課
題
の
中
で
、
実

は

下
番
時
間
を
か
け
て

一
生
懸
命
取
り
組
ん

，
Ｚ

だ
課
題
で
ｔ
た
。
作
文
を
書
い
て
か
ら
、
私

は
私
の
日
常
を
支
え
て
く
だ
さ
つ
て
い
る
人

た
ち
に
感
謝
し
、　
一
．日

一
日
を
過
ご
し
た
り

と
か
ｒ
も
う
と
視
野
を
広
げ
て
物
事
を
考
え

た
り
‐だ
と
か
，
夏
体
み
の
自
分
よ
り
成
長
し

た
自
分
に
な
れ
た
と
思
う

の
で
頑
張

っ
て
よ

か
っ
た
な
ど
思

っ
て
い
ま
す
。

繭
軋
菫
つ
の
機
冬
蝙
』

ｈ
な
隋
燎

授
業

「
園
芸
」
で
学

ぶ
２
年
生

（巧
人
一）
は
、

市
内
五
つ
の
公
民
館
に

プ
ラ
ン
タ
ト
で
栽
培
し

た
花
を
贈

っ
た
。
贈

っ

た
の
は
５０
鉢
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
咲
く

マ
リ
ト

ゴ
ー
ル
ド
や
コ
ス
モ
ス

の
花
々
。
７
月
に
自
分

た
ち
が
種
を
蒔
き
、
土

を
入
れ
替
え
た
り
い
水

や
り
を
し
た
り
し
な
が

ら
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
た
。
風
間
玲
奈
さ
ん

（‐８
）
は
一、
「思

っ
て
い
た

以
上
に
う
ま
く
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
ゴ

ロ
ナ
で
大
変
な
時
期
だ
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
が

少
し
で
も
元
気
に
な
る
の
な
ら
ば
協
力
し
て

い
き
た
い
｝
と
話
し
て
い
た
。
．．　
・
●
一

ヽ
構
讐

〓

夏

事

聾

〓
讐

一一す

ブ

電

―

１

１

１

１

‐

‐

浴
毎
年
麟
顔
難
愧
融
緻
鹸
額

一
ド
査
織
熊
を
曖
鰹

―

↑報告書を花岡利夫市長  ↑調査結果の詳細を報告
に渡す生徒     ‐  する生徒たち

「
…………
瞳

:|■

産||
i活動に参加した生徒たちと指導教諭

↑全員で記念写真

↑贈ったプランタ=

真心こめて

学薗生活め患しヽ出|と記録|の 1撮影

写蒻科回転 タジオ
T389-0516
長野県東御市田中106(田 中垂F便局前)

丁巨L0268-62-0245

◆[田中]衣料センター たなか
TEL 0268-62-0127

◆[田中]ファッションプラサきちもと
TEL 0268‐ 62‐0056

◆跡湘斎喜屋・帥側おしゃれ百番
TEL0268・ 62‐0265 。 TEL0268-64-4101

(東御清翔高校制服販売指定店)
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同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
本
校
教
育
活
動
に
対
し
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
年
度
卒
業
生

（令
和
３
年
３
月

卒
業

¨
八
期
生
）
は
進
路
決
定
に
関

し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く
受

け
ま
し
た
。
就
職
で
は
そ
れ
ま
で
好

調
だ

っ
た
求
人
倍
率
も
下
降
し
、
特

に
製
造
業
で
の
減
が
目
立
ち
ま
し
た

が
、
粘
り
強

い
進
路
活
動
を
続
け
、

就
職
も
進
学
も
多
く
の
生
徒
が
希
望

進
路
を
実
現
し
て
卒
業
を
迎
え
ま
し

た
。一
方
、
今
年
度
の
卒
業
年
次
生

（令

和
４
年
３
月
卒
業
予
定

¨
九
期
生
）

の
進
路
活
動
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ

禍
が
続

い
て
い
る
も
の
の
昨
年
度

の

反
動
も
あ
り
求
人
倍
率
は
飛
躍
的
に

上
昇
し
、
生
徒
た
ち
は
希
望
す
る
様
々

な
業
種

・
職
種
を
目
指
し
て
応
募
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
月
末

の

時
点
で
は
概
ね
就
職
希
望
者
全
員
が

内
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
４
月
か

ら
の
社
会
人
生
活
に
向
け
た
ま
と
め

の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た

卒
業
生
の
う
ち
約
５０
％
が
進
学
を
希

望
し
、
今
年
度
の
特
徴
と
し
て
四
年

制
大
学
を
目
指
す
生
徒
の
割
合
が
全

体

の
１０
％
程
度
を
占
め
ま
し
た
。
昨

年
度
に
続
き
公
立
長
野
大
学
の
合
格

者
も
出
て
お
り
ま
す
。
九
期
生
は
自

ら
の
希
望
進
路
実
現
に
向
け
て
主
体

的
な
活
動
が
で
き
る
生
徒
が
多
か

っ

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
目
標
を

持

つ
こ
と
、
日
標
に
向
か

っ
た
行
動

を
自
ら
起
こ
す
こ
と
、
諦
め
ず
に
取

り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
在
校
生
に

も
感
じ
て
欲
し
い
と
切
に
願

っ
て
い

ま
す
。
進
路
指
導
係
と
し
て
は
、
今
後
も

生
徒
の
進
路
希
望
実
現
に
向
け
、
職

員
間

・
地
域

・
企
業

・
上
級
学
校
と

連
携
を
と
り
た

い
ど
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
本
校

へ
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　

一

敏
治

今
年
度
は
百
十
四
名
が
二
月

一
日

に
卒
業
し
ま
し
た
。
二
月

一
日
に
予

定
さ
れ
て
い
た
学
習
発
表
会
は
、
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
生

徒
の

一
年
間
の
学
び
の
成
果
を
、
同

窓
生
の
方
々
に
ご
来
校

・
ご
覧

い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
非
常
に
残
念

で
し
た
が
、
動
画
収
録
で
の
充
実
し

た
発
表

の
中
に
、
生
徒

の
大
き
な
成

長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や い が 本 く の ン ン た た は 比 今
上 る 指 校 が 中 で パ

｀
の ぼ べ 年

撃異履失径F7晏 誓Ftt X 5こ し 良 の 迎 五 迎 い じ し も と り ,

る 躍 ち 校 を 和 を 願 存 貸 後 が お 皆 る 会 て 徒  よ 境 イ ヤ ま き て に

【専門学校】
大原スポーツ公務員専門学校 2

信州スポーツ医療福祉専門学校 2

長野医療衛生専門学校 1

長野県農業大学校 1

長野社会ふくし専門学校 1

長野ビジネス外語カレッジ 1

長野美術専門学校 1

長野理容美容専門学校

ビジネスオブカレッジ専門学校 1

司学園 トータルデザインアカデミー 2

上田情報 ビジネス専門学校 5

長野 ビジネス外語 カレッヂ 1

長野救命医療専門学校 2

〕D中央情報大学校 1

アミューズメン トメディア学院

ヨ立音楽院

西武学園医学技術専門学校 1

自崎動物専門学校 1

東京テクニカルカレッジ専門学校

東京ベルエポック製菓調理専門学校 1

日本工学院八王子専門学校 1

ホスピタリティーツーリズム専門学校 1

日本写真芸術専門学校

【大学】

長野大学 (公立 ) 1

清泉女学院大学 1

佐久大学 1

城西大学 1

国士舘大学 1

東京国際大学 1

埼玉学園大学

山梨学院大学 1

当美学園大学 1

ものつ くり大学 1

●進路先一覧

lPDロ ジスティクス 2

アート金属工業い

アート梱包運輸憫 1

上田プラスチックllAl 1

お菓子処  花岡 1

鞠科の木 1

鞠城南製作所 1

欄バ ンオー シャン 1

いミヤザワ 1

社会福祉法人敬老園

スエ仮設興業 1

東京特殊電線 (TOTOKU)
東郷商事 1

ニシオティーアンドエム 2

日高精機輸 1

日立Astemo上 田い 1

日立As℃ mo帥 2

ミマキ電子部品い 1

もろおか工務店 1

旬加藤自動車板金工業 1

旬カナモト食品 1

″ jヽ林精エ

楽月園

OK lハ イテック体菊 1

閑フレッシュミー ト 1

関ユウワ 2

交和物産llk 2

坂田木材  ~   ~~ ~~~ 1

ツルヤ 1

東京装美い

ヤマト運輸帥 2

吉田工業い 1

IAAZA」 ホールディングス帥 1

ウェルシア薬局

欄カクヤス 1

スターツリレた卜信州の湯清風園 1

【短大】
大月短期大学 (公立 ) 1

上田女子短期大学

埼玉女子短期大学

佐久大学信州短期大学部 3

信州豊南短期大学 1

K霰 3懇 TA
H C ttS置 輔餞

丁EL 0268‐ 38…3050
上田市古安曽 1116

写
:駆 R SuppORT

株式会社インターサポート
代表取締役社長 上 原  達

TORU UεHARA

〒386-0005長野県上田市古里 79‐ 8
TEL 0268‐25¨ 6336 FA× 0268-25-6337
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第
３
国

菫
鶴
溝
翔
轟
畿
爾
饉
会

鐵
饉

曇
一ル
？

甕

隧

饉

準
優
勝
　
佐
藤
冨
士
夫

様

（７５
）

第
三
位

山
浦

真
悟

様

（０

第
四
位
　
掛
川
　
相
益

様

（８５
）

第
五
位
　
唐
澤
浩
之
介

様

（７８
）

は
性
の
開
　
窪
田
　
和
枝

様

（９３
）

第
４
回
東
御
清
翔
高
校
同
窓
会

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
令
和
４
年
１０
月
Ю
日

（月
）

場
所
　
浅
間
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

申
込
　
令
和
４
年
９
月
１
日
～

９
月
２２
日
ま
で

東
御
清
翔
高
校

へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
８
・６
１
・０
０
１
３

●

同
窓
会
員

の
親
睦

と
交

流
を

図

る

事

を

目
的

に
、
令

和

元
年

よ
り

開
催

さ
れ
て
参
り
ま
し

た
。
毎
回
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
が
和

気
あ

い
あ

い
と
し

た
楽
し

い
雰
囲
気

で
爽
や
か
な
秋
の

一
日
を
思
う
存
分

楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
前
述
で
ご
案

内
し
ま
し
た
、
第

五
回
大
会

へ
の
会

員
の
皆
様
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
任
職
．員
を
代
表
し
て

教
頭

宮
下
　
・結

一

既
に
１
年
近
く
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
４
月
の
人
事
異
動
で

は
‐６
名

の
教
職
員
が
本
校

の

一
員

と
し
て
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
人
か
ら
大
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
様

々
な
経
歴
で
す
が
、
本
校

の

教
育
目
標
実
現
の
た
め
に
、
ま
た
、

生
徒

の
自
己
実
現
の
た
め
に
、
誠

心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

本
校
に
限
ら
ず
高
等
学
校
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
こ
こ
数
年
劇
的

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

は
台
風
１９
号
災
害
、
令
和
２
年
度

か
ら
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感
染
拡
大
、
令
和
４
年
度

入
学
生
か
ら
は
新
教
育
課
程

へ
の

移
行
、
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

に
基
づ
く

「
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
」
の
実
施
等
、

常
に
変
化
を
求
め
ら
れ
る
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
や

「
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
」
と
は
何
か
。
個
人
持

ち
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
学
校
に

持
ち
込
み
、
教
室
に
整
備
さ
れ
た

電
子
黒
板
や
Ｗ
Ｉ
‐
耳
１
を
活
用
し

て
、
生
徒
が
誰

一
人
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
な
く
、　
一
人

一
人
に
最
適

化
さ
れ
た
教
育
環
境
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
方

で

「
新
し

い
生
活
様
式
」

に
よ
る
教
育
活
動
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
を
急
速
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
参

集
に
よ
る
多
く

の
教
育
活
動

の
見

直
し
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
春
に
予
定
し
て
い
た

マ
ラ
ソ

ン
大
会

の
中
止
、
８
月
に
予
定
し

て
い
た
文
化
祭
を
１０
月
に

一
般
公

開
な
し
で
開
催
、
沖
縄
か
ら
山
梨

県
に
行
き
先
を
変
更
し
て
修
学
旅

行
を
実
施
等
、
体
験
を
通
し
て
得

ら
れ
る
学
び
を
、
創
意
工
夫
を
重

ね
て
実
施
し
た
り
、
時
に
は
断
念

し
た
り

し

て
き
ま

し
た
。
行
事

は
１
回
中
止
し
て
し
ま
う
と
、
実

施

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
相
当
程

度
失
わ
れ
、
再
開
す
る
た
め
に
は
、

新
た
に
実
施
す
る
の
と
同
程
度

の

準
備
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
．

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
同

窓
会

の
皆
さ
ま
や
地
域
の
皆
さ
ま

か
ら
、
多
く

の
励
ま
し
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
こ

の
困
難
な
状
況
を
将
来
打
開
し
て

く
れ
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
生
徒

へ

の
期
待
の
大
き
さ
で
あ
る
と
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
同
窓
会

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が

ら
、
本
校

の
教
育
活
動
の
充
実
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
同
窓
会

の
皆
さ
ま
の

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願

い
中
し
上
げ
、
新
任
職

員
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

令和 三年度 着 任 颯 員 徹
称囀

松田 大輝
中村 月ヽ雪
柳澤 隆平
宇野千登世

酒井  博
松崎 伸哉
小林 伸久

前任地

上田高校

上田染谷丘高校

新卒

上田養護学校

上田東高校

上田第五中学校

丸子修学館高校

上原 秀生 小諸高校
矢島富士雄 望月高校
市川 大輔
寺本 美波 小諸高校
臼井美智子 上田東高校
高見澤理緒 岩村田高校

‐■彗毒婆

言五

地歴公民

数  学
理  科
保健体育

国

語

庭

護

英

家

養

夢校路 111::
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